
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】等差×等比型の数列の和を効率よく求めよう

　等差×等比型

　　　～等比数列の和の証明で行った「公比をかけて差をとる」ことを利用しよう
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第項目つまり一般項に

注目すると

　～等差数列

　   ～等比数列

よって「等差等比型」

この等比数列の公比を両辺にかけて差を取るところから始めよう
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

引き算を行った部分（等差の部分）は、

「後前」となるので、公差が並ぶ 公差　　でくくる

応用例題４）次の和を求めよ。

       

           

与式の両辺にをかけると

　　　　            

もとの式との指数（等比の部分）が揃うように調整して並べ、各項の係数の引き算を行うと

          

              

　　　              

初項，公比，項数の等比数列の和

　　　 
         

　　　
   

 
  

先に符号だけでも変えた方が楽かも
　　　    

　　　   

 の係数をまとめる

つまり和が求まったこととなる

　　　    

　　　∴　   


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第項目つまり一般項に

注目すると

　～等差数列

　   ～等比数列

よって「等差等比型」

この等比数列の公比を両辺にかけて差を取るわけだが…

練習３５）次の和を求めよ。

      


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

引き算を行った部分（等差の部分）は、

「後前」となるので、公差が並ぶ 公差　　でくくる

初項，公比，項数の等比数列の和

公比によって場合分け

で割るため

場合分けが必要

（公比１）のとき

　 



  



　       

与式の両辺にをかけると

　　　　            

もとの式との指数（等比の部分）が揃うように調整して並べ、各項の係数の引き算を行うと

          

              

　                

　　　   
         

　　　  
    

 
  

　　　  
 

 
  

       

 


　よりなので両辺をで割ると

　　　       


  



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